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★基本方針３【市民・事業者・行政の役割の明確化と実行】 

 (1) 笛吹市ごみ減量協

働プランの着実な推進 

■アクションプ

ランの PDCA サイ

クルの実行 

本市では、ごみ減量化・資源化のための行動指針及

び具体的な施策を定めた「ごみ減量協働プラン（ア

クションプラン）」を作成しています。ごみ減量に関

わる情報提供を適切に行って、継続的にごみ減量が

推進できるように努めます。 

★基本方針４【広域処理による効率的ごみ処理事業の推進】 

 (1)効率的な収集運搬体

制の確保 

 

■分別区分の見

直し 

現状の分別区分及び排出方法を継続することを基

本としますが、地域におけるリサイクルの可能性を

考慮し、必要に応じて新たな分別品目及び排出方法

を検討します。 

■効率的な収集

体制の構築 

現状の収集体制を継続しつつ、人口減少等、今後の

社会状況の変化に応じた効率的な収集運搬体制の

あり方を検討します。 

(2) 民間施設を活用し

た資源化の推進 

■民間施設を活

用した資源化の

推進 

民間施設での資源化を図ることで、循環型社会の形

成に寄与していきます。なお、安定的なごみ処理事

業に支障がないように、委託先の民間施設の運営状

況を確認していきます。 

(3) 甲府・峡東クリーン

センターの効率的活用 

■新施設で可燃

ごみの一元処理 

平成 28 年度までは、市内から排出される可燃ごみ

は、複数の公営施設にて処理されていましたが、平

成 29 年度以降では、新施設にて一元処理されてい

ます。これにより、焼却処理は効率的に行うことが

でき、経営的にも適正な運用が可能となります。 

■焼却灰の溶融

処理による最終

処分量の減量化 

新施設では、焼却灰は溶融処理されスラグが生成さ

れます。生成されたスラグは、道路資材等として再

利用されるため、最終処分量は、大きく減量され、

処分場の延命化に寄与します。 

 

災害廃棄物処理計画                               

大規模地震や水害等による災害発生時には、粗大ごみ、がれき等の廃棄物が大量に発生するほか、交通

機関の途絶等に伴い、平常時の一般ごみ収集運搬処理が困難になることが想定されます。 

そのため、災害発生に伴う建物等からの粗大ごみやがれき、避難所からの家庭ごみ及びし尿を迅速かつ

適正に処理し、市民の生活基盤の早期回復を図ることが必要です。 

本市では、上記のような点を踏まえ、「山梨県災害廃棄物処理計画」（平成 29 年 3 月）を参考として、

「笛吹市地域防災計画」（平成 27 年 8 月）を補完し、そこで想定される地震及び水害から発生する災害

廃棄物の円滑な処理を行うために、必要な基本的事項を定めた「災害廃棄物処理基本計画（震災・水害）」

を策定する予定です。 
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